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能登演劇堂は、来年3月の再開に向けて復旧工事をおこなっているところで
す。ロングラン公演「まつとおね」は来年3月5日～23日、延期されてい
た「肝っ玉おっ母と子供たち」も来年5月30日～6月22日公演予定となっ
ています。ちなみに、来年は「劇場開き」から数えてちょうど30年にあた
ります。演劇文化の復興が市民生活の復旧復興につながっていくことを大
いに期待しています。 

（関連質問：木下美也子議員）
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９　月
会　議
の概要

　令和６年度七尾市議会定例会9月会議は、9月2日（月）から９月２５日（水）までの２４日間の　令和６年度七尾市議会定例会9月会議は、9月2日（月）から９月２５日（水）までの２４日間の
会期で行われました。会期で行われました。
　今会議では、1３名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、1３名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、議案２４件、報告１0件が市長より提出され、審査の結果、すべての議案は　議案等については、議案２４件、報告１0件が市長より提出され、審査の結果、すべての議案は
可決または認定されました。（報告１０件は議決不要）可決または認定されました。（報告１０件は議決不要）
　最終日の９月２５日には、追加議案２件、同意案１件、意見書提出による議会議案２件が提出さ　最終日の９月２５日には、追加議案２件、同意案１件、意見書提出による議会議案２件が提出さ
れ、すべて可決および同意されました。れ、すべて可決および同意されました。

主な事業の内容主な事業の内容

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第５号）　　　　47億9,059万1千円

①災害復旧事業費

【議案第28号】

現年発生河川等災害応急対策費･･････････260,900千円
　　道路補修（段差・陥没等）

現年発生河川等災害復旧事業費･･････････612,878千円
　　道路、河川の災害復旧に係る実施設計等業務委託、工事

現年発生港湾等災害復旧事業費･･････････228,238千円
　　港湾等の災害復旧に係る実施設計業務委託、国直轄事業
　　負担金等

現年発生都市下水路等災害復旧事業費････196,207千円
　　都市下水路の災害復旧に係る実施設計等業務委託、工事

現年発生保健衛生施設災害復旧事業費････134,101千円
　　健康増進センターアスロン、ななか斎場の災害復旧工事

現年発生廃棄物処理施設災害復旧事業費････369,400千円
　　ななかリサイクルセンターの災害復旧工事
　　（令和7年度債務負担行為：567,030千円）

現年発生公立学校施設災害復旧事業費････466,376千円
　　小中学校等の災害復旧に係る実施設計業務委託、工事

現年発生社会教育施設災害復旧事業費････748,422千円
　　中島文化センター、七尾美術館等の災害復旧に係る実施
　　設計等業務委託、工事

現年発生その他公共施設災害復旧事業費････359,153千円
　　本庁舎、コミュニティセンター等の災害復旧に係る実施
　　設計等業務委託、工事

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第６号）　　　　　10億6,764万円

令和６年能登半島地震復興基金事業

【議案第５１号】

１ 被災者の生活支援･････････････････････45,013千円
　　　被災者見守り対策強化事業費　ほか２事業

２ 住宅再建支援･････････････････････････35,075千円
　　　住まい再建相談支援事業費　ほか４事業

３ 地域コミュニティの再建支援･･････････362,265千円
　　　地域コミュニティ施設等再建支援事業費　ほか２事業

４ なりわいの再建支援･･･････････････････15,400千円
　　　仮設店舗建設事業費　ほか１事業

５ くらしと地域の安全・安心･････････････53,875千円
　　　指定避難所等機能強化事業費　ほか３事業

②災害救助費等

災害救助費･････････････････････････････86,500千円
　　仮設住宅等入居者への生活必需品の支給

賃貸型応急住宅家賃等支援事業費････････149,540千円
　　賃貸型応急住宅（みなし仮設住宅）の賃借料、仲介手数料等

災害弔慰金等支給事業費････････････････102,815千円
　　災害関連死等に係る災害弔慰金・災害障害見舞金の支給

③地震からの復興事業費

演劇のまち振興事業団事業費･････････････24,960千円
　　無名塾による「肝っ玉おっ母と子供たち」公演に係る準備経費等

観光ボランティアガイド等事業費 ･･･････････2,980千円
　　観光ボランティアガイド、観光案内所（七尾駅、和倉温泉駅）
　　の再開に係る経費

（仮称）七尾市農林漁業まつり開催事業補助金 ･･･1,000千円
　　 農水産物の販売などを行う復興イベントに対する補助

④その他

農地等手づくり復旧支援事業費･･････････148,000千円
　　農地、農業用施設の小規模な災害復旧を行う地域に対する補助

災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費････120,172千円
　　がけ地崩落に係る復旧工事等

新型コロナウイルスワクチン接種事業費･･･126,048千円
　　対象者（65歳以上ほか）の予防接種に係る委託料

議案第２８号　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第５号）、議案第５１号　令和６年度議案第２８号　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第５号）、議案第５１号　令和６年度
七尾市一般会計補正予算（第６号）　七尾市一般会計補正予算（第６号）　総額５８億５,８２３万１千円を可決！総額５８億５,８２３万１千円を可決！
　今回の補正では、まず災害復旧として、道路や港湾、農業・教育・観光施設などに係る復旧事業費を計　今回の補正では、まず災害復旧として、道路や港湾、農業・教育・観光施設などに係る復旧事業費を計
上、地震からの復興と震災を風化させないため、今後の交流人口の拡大につながるプロモーション活動上、地震からの復興と震災を風化させないため、今後の交流人口の拡大につながるプロモーション活動
を実施するほか、令和６年度から定期接種となった新型コロナウイルス感染症の予防接種事業費を計上を実施するほか、令和６年度から定期接種となった新型コロナウイルス感染症の予防接種事業費を計上
するもの。また、県が創設した令和６年能登半島地震復興基金のうち、あらかじめ使い道を定めた基本メするもの。また、県が創設した令和６年能登半島地震復興基金のうち、あらかじめ使い道を定めた基本メ
ニューの事業を実施するための所要額を計上するもの。ニューの事業を実施するための所要額を計上するもの。
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◆委　員　長／木戸 奈諸美　　◆副委員長／木下 美也子
◆◆委　　員／西川 英伸、髙橋 正浩、山崎 智之、永崎 陽委　　員／西川 英伸、髙橋 正浩、山崎 智之、永崎 陽

◆◆委委　員員　長／江曽ゆかり　　長／江曽ゆかり　　◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、
　　　　　　中西庸介　　　　　　中西庸介

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典　　長／佐藤喜典　　◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄

【議案第45号】
令和5年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
◆消防本部及び消防署に活動状況について

問消防防災ヘリ等の要請実績は。
答消防防災ヘリの要請による活動が、令和3年から5年までで１０件、今
年に入り１件。ドクターヘリの要請による活動が令和3年度から5年
度までで９件、今年に入り１件となっている。

【議案第28号】
令和6年度七尾市一般会計補正予算（第5号）
◆家庭児童相談室設置費について

問就学前発達検査事業の概要を伺う。
答小学校の就学に向け、保護者がこどもの発達特性を知り、適切な関
わりを理解するため、公認心理師が面談や発達検査等を行う。
問事業の対象者はどのような人か。
答こどもの発育・発達など不安に思っている年長児・年中児の保護者
が対象になる。

【議案第28号】
令和６年度七尾市一般会計補正予算（第5号）
◆農地等手づくり復旧支援事業費について

問震災を機に離農を考える方もいるが、農業者支援の補助内容を伺
う。また、国・県にはどのような要望を行っているのか。
答今会議で計上しているこの事業のほか、農業機械再取得等支援事
業も活用できる。機械だけでなく、施設、納屋の建て替え等も対象で
９割の補助となり、耕作面積が小規模であっても販売農家であれば
補助対象となる。相談窓口を設けており、被災内容や再建し農業を
継続したいと考えている方からの申請・相談を受けている。国・県に
は財源の確保をお願いしている。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に
下記内容が議論されました。

◆にぎわい館の大型ビジョン設置について

問特別会計の財政状況が厳しい中で、これからのランニングコスト等
も考慮したうえで取りやめるという選択肢はないのか。
答復旧復興の最中に必要があるかなど、いろいろな意見もあるかとは
思う。しかし、下を向いてばかりいられない、前向きな思いで設置は
計画通り進める。

【議案第51号】
令和6年度七尾市一般会計補正予算（第6号）
◆被災者見守り対策強化事業費について

問この事業の概要を伺う。
答応急仮設住宅に入居している方の孤立・関連死防止対策として、緊
急通報装置の貸与を行う。緊急時に通報装置を押すと、委託先のサ
ポートセンターにつながり、必要に応じてかけつけ訪問、救急車の出
動の要請を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
対象者は、65歳以上の高齢者、心身障がい者、発作や急変を起こす
疾患がある方などである。

【議案第45号】
令和5年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
◆桜の名所づくり推進事業費について

問桜はこれまでに何本配布されたか。目標は1万本と聞いているが、
状況を伺う。
答これまでに6,942本配布している。1万本の目標達成には14～15
年かかる予定だが、桜を復興のシンボルとし、震災の記憶を伝える
ことを目的とした「わくら千年桜プロジェクト」において、たくさんの
桜が植えられると聞いており、目標達成の期間は短縮される見込み
である。

【９月会議】
委員会付託　・議案８件
分科会分担　・議案３件

【９月会議】
委員会付託　・議案２件
分科会分担　・議案９件

【９月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案９件

９月会議

９月会議 ９月会議

９月会議 ９月会議
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木下 美也子 議員
（無会派）

史跡七尾城跡史跡七尾城跡

和田内 和美 議員
（無会派）

■
被
災
し
た
文
化
財
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

文
化
財
の
復
元
が
最
重
要
課
題
だ
と
は
思
い
ま
せ

ん
か
。文

化
財
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
基
本
的
な
方
針

を
伺
う
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
被
災
状
況
、
復
旧
を
進
め
て
い
く
上
で
の
手
順
、
専
門
家
の

関
与
な
ど
、
全
面
復
旧
に
は
相
当
程
度
の
期
間
を
要
す
る
と
考
え
る
が
、
現
時
点

で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

被
災
し
た
文
化
財
施
設
に
つ
い
て
、
早
期
に
開
館
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
。

　

市
内
に
は
、
国
・
県
・
市
指
定
及
び
登
録
文
化
財
等
が
２
９
８
件
あ
り
、
66
件

の
被
災
を
確
認
、
市
内
７
館
の
文
化
財
施
設
は
全
て
が
被
災
し
た
中
で
、
明
治
の

館
に
つ
い
て
は
、
施
設
自
体
が
文
化
財
で
被
害
も
甚
大
で
あ
る
。
復
旧
手
順
と
し

て
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
応
急
処
置
を
行
っ
た
後
、
専
門
家
の
指
導
を
得
な
が
ら
復

旧
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

全
面
復
旧
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
期
間
と
経
費
が
必
要
と
な
り
、
史
跡
七
尾
城

跡
に
お
い
て
は
、
早
期
開
放
も
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
跡
七
尾
城
跡
調
査

整
備
検
討
委
員
会
で
復
旧
方
針
が
固
ま
っ
た
箇
所
か
ら
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

城
山
展
望
台
は
階
段
や
石
垣
が
崩
壊
し
た
こ
と
か
ら
現
在
は
立
入
禁
止
と
し
て

い
る
が
、
今
年
度
中
の
復
旧
、
令
和
７
年
４
月
の
再
開
を
目
指
し
て
い
る
。

■
仮
設
住
宅
入
居
者
へ
の
支
援
と
対
応
に
つ
い
て

被
災
者
の
事
情
に
応
じ
た
対
応
を
！

仮
設
住
宅
に
お
い
て
、
自
治
会
組
織
の
立
ち
上
げ
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
組
織
化
に
際
し
、
行
政
と
し
て
相
談
に
乗
る
、
助
言
を

す
る
な
ど
、
金
銭
面
以
外
で
も
き
め
細
や
か
な
何
ら
か
の
支
援
も
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
入
居
に
お
い
て
、
大
家
族
の
世
帯
で
は
ス
ペ
ー
ス
的
に
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
の
感
染
症
発

症
時
に
お
け
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
大
家
族
の
ケ
ー
ス
に
お

い
て
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
と
し
て
も
、
今
後
も
入
居
者
の
避
難
生
活
の
向
上
と
生
活
再
建
に
お

い
て
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
話
合
い
は
早
期
の
復
興
に
向
け
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
入
居
説
明
会
を
通
じ
自
治
会
の

重
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
り
、
入
居
後
も
自
治
会
設
置
に
向
け
た
相
談
支

援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
石
川
県
が
示
す
入
居
基
準
は
１
世
帯
１
戸

で
あ
る
が
、
指
摘
の
と
お
り
大
家
族
の
世
帯
で
は
ス
ペ
ー
ス
的
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
の
で
、
１
世
帯
６
人
以
上
の
世
帯
の
２
戸
以
上
の
入
居
対
応
に
つ
い
て
、
入

居
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
石
川
県
と
協
議
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
感
染
症
発
症
時
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
空
い
て
い
る
仮
設
住
宅
や
集
会

所
な
ど
を
活
用
で
き
な
い
か
、
石
川
県
と
協
議
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

Q&   A議員の 市の令和６年度定例会９月会議
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■
茶
谷
市
長
就
任
の
４
年
間
に
つ
い
て

就
任
時
に
掲
げ
た
公
約
等
の
実
現
に
向
け
、
尽
力
い
た
だ
い
て
き
た
そ
の

思
い
と
、
夢
や
希
望
が
持
て
る
創
造
的
復
興
を
目
指
す
と
し
た
、
こ
の
戦

略
的
復
興
に
込
め
た
思
い
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

就
任
当
初
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
も
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
の

お
力
添
え
で
こ
の
４
年
間
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
に
よ
る
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
、
駅
前
パ
ト
リ
ア

の
再
生
、
経
済
団
体
と
の
連
携
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
、

給
食
費
の
無
償
化
、
出
産
祝
い
金
の
増
額
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
償
化
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
、園
児
の
お
む
つ
等
無
償
提
供
、健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

ア
ス
ロ
ン
の
大
規
模
改
修
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
地
域
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
交
流
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
課
題
は
山
積
で
、
今

後
も
様
々
な
方
の
支
援
の
下
、
引
き
続
き
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

震
災
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
と
と
も
に
ふ
る
さ

と
七
尾
を
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
。
震
災
を
機
に
得
た
関
係

人
口
と
今
後
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
多
く
の

方
々
と
連
携
し
、
今
ま
で
に
な
い
発
展
を
成
し
遂
げ
て
い
く
、
そ
の
覚
悟
で
あ
る
。

■
罹
災
証
明
の
申
請
期
限
に
つ
い
て

被
災
者
に
は
考
え
る
時
間
が
必
要
！

本
市
の
罹
災
調
査
に
お
け
る
一
次
調
査
の
申
請
期
限
は
、
令
和
６
年
12
月

27
日
と
な
っ
て
い
る
。
二
次
調
査
の
申
請
は
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
日
か
ら
３
か
月
以
内
と
決
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
期
間
の
根
拠
を
伺
う
。

　

ま
た
、
困
っ
て
い
る
被
災
者
に
寄
り
添
う
観
点
か
ら
罹
災
証
明
の
申
請
期
限
や

二
次
調
査
の
申
請
期
限
の
延
長
、
ま
た
は
撤
廃
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

二
次
調
査
の
申
請
期
限
を
３
か
月
以
内
と
し
た
理
由
は
、
二
次
調
査
の
申

請
に
は
一
次
調
査
の
結
果
に
納
得
が
い
か
な
い
と
い
っ
た
側
面
が
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
、
そ
の
様
な
と
こ
ろ
か
ら
行
政
不
服
審
査
法
の
不
服
申

し
立
て
が
出
来
る
審
査
請
求
期
間
と
い
う
も
の
を
一
つ
の
参
考
と
し
て
、
３
か
月

以
内
と
い
う
こ
と
で
設
け
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
長
期
間
に
わ
た
り
避
難
や
入
院
を
し
て
い
た
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
申
請
期
限
内
に
罹
災
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
あ

る
い
は
申
請
窓
口
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
事

情
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
事
か
ら
今
の
と
こ
ろ
申

請
期
限
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
け
た
り
、
延
長
、
撤
廃
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
罹
災
証
明
書
の
判
定
結
果
を
基
に
し
て
い
る
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
や

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
な
ど
の
支
援
制
度
に
も
申
請
期
限
は
設
け
ら
れ
て
い
る

の
で
、
申
請
手
続
き
に
お
い
て
御
留
意
願
い
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

永崎　陽 議員
（新政会）

江曽 ゆかり 議員
（無会派）

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。 令和６年度定例会９月会議
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Q&   A議員の 市の

■
県
営
の
災
害
公
営
住
宅
及
び
県
営
の
学
生
寮
の
建
設
に
つ
い
て

旧
七
尾
農
業
高
等
学
校
跡
地
の
利
活
用
で

　
　
　
　
　

能
登
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
！

奥
能
登
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
奥
能
登
の
被
災
者
の
通
勤
・
通

学
の
負
担
軽
減
や
、
安
心
し
て
通
院
治
療
が
で
き
、
働
き
口
を
見
つ
け
て

生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
事
業
と
し
て
、
県
営
の

震
災
復
興
住
宅
と
県
営
の
学
生
寮
を
七
尾
市
に
建
設
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
は
い

か
が
か
。
用
地
に
つ
い
て
は
、
旧
七
尾
農
業
高
校
跡
地
や
遊
休
施
設
用
地
を
利
活

用
し
て
は
ど
う
か
。
見
解
を
伺
う
。

奥
能
登
の
人
口
流
出
問
題
に
つ
い
て
は
、
奥
能
登
の
各
市
町
に
お
い
て
対

応
す
る
問
題
と
考
え
て
お
り
、
す
で
に
検
討
が
行
わ
れ
、
取
り
組
ま
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
す
る
。

　

当
市
と
し
て
は
、
当
市
が
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
実
現
す
る
こ
と
で
能
登
全
体
の
復
興
の
先
駆
的

な
立
場
と
し
て
能
登
全
体
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
策
定
す

る
復
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

災
害
公
営
住
宅
及
び
被
災
地
の
学
生
の
た
め
の
学
生
寮
に
つ
い
て
は
、
速
や
か

に
建
設
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
当
該
用
地
で
は
地
主
会
と
の
調
整
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
建
設
用
地
と
し
て
は
適
さ
な
い
と
考
え
る
。

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

納
税
者
に
と
っ
て
納
め
や
す
い
対
応
を
！

令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
1
月

16
日
の
総
務
省
通
知
で
は
、
１
月
２
日
以
後
に
滅
失
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、

納
税
者
の
置
か
れ
た
状
況
に
十
分
配
意
し
て
減
免
等
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
納
税
通
知
書
や

課
税
明
細
書
及
び
納
付
書
の
発
送
と
そ
の
納
入
時
期
は
い
つ
な
の
か
。
通
常
で
あ

れ
ば
第
２
期
の
納
期
が
過
ぎ
て
い
る
が
、
猶
予
は
あ
る
の
か
。
納
税
者
に
と
っ
て

納
め
や
す
い
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

当
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
総
務
省
通
知
に
基
づ
き
、
土
地
・
建
物
の
被
害

状
況
に
応
じ
た
補
正
を
講
じ
て
減
価
し
、
そ
の
う
え
で
公
費
・
自
費
解
体

の
決
定
が
あ
れ
ば
免
除
す
る
。
現
在
、
罹
災
証
明
書
や
被
災
証
明
書
の
被
害
認
定

調
査
と
並
行
し
て
被
害
の
程
度
に
応
じ
た
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
納
税
通
知
書
等

は
12
月
上
旬
の
発
送
を
予
定
し
て
い
る
。
納
期
は
、
市
税
条
例
の
「
災
害
等
に
よ

る
期
限
の
延
長
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
１
期
は
令
和
７
年
１
月
６
日
、
第
２
期

は
１
月
31
日
、
第
３
期
は
２
月
28
日
、
第
４
期
は
３
月
31
日
と
考
え
て
い
る
。
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
徴
収
猶
予
の
制
度
に
よ
り
分
割
納
付
も
可
能
で
あ
る
た
め
、

相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

徳田 正則 議員
（新政会）

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

令和６年度定例会９月会議
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
能
登
島
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
つ
い
て

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
広
域
農
道
、
農
地
の
復
旧
の
見
通
し
と
今
後
の
対
応
、

次
の
有
事
に
備
え
能
登
島
が
孤
立
し
な
い
対
策
を
伺
う
。

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と
は
応
急
工
事
に
よ
り
緊
急
車
両
や
地
域
住
民
の
交

通
確
保
を
す
べ
く
、
県
で
は
対
策
工
法
の
検
討
を
踏
ま
え
、
７
月
か
ら
仮

設
道
路
整
備
に
着
手
し
、
令
和
７
年
12
月
ま
で
に
は
暫
定
供
用
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
お
り
、
今
後
も
県
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
能
登
島
野
崎
町
か

ら
能
登
島
長
崎
町
間
の
広
域
農
道
に
つ
い
て
は
地
質
調
査
結
果
を
踏
ま
え
詳
細
設

計
を
行
い
、
令
和
７
年
１
月
頃
の
工
事
発
注
を
目
指
し
て
お
り
、
通
行
止
め
の
解

除
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
８
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

　

管
理
し
て
い
る
港
湾
で
の
被
害
は
甚
大
で
、
復
旧
件
数
も
多
く
、
時
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
生
活
や
漁
業
活
動
な
ど
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地
元
町
会
や

漁
業
協
同
組
合
な
ど
に
相
談
の
上
、
応
急
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
地
被
害
箇
所
は
52
件
の
う
ち
24
件
は
復
旧
が
完
了
し
た
が
、
営
農
中
の
農
地

に
つ
い
て
稲
刈
り
後
に
被
害
の
再
確
認
を
予
定
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
被
害
箇
所

は
増
え
る
予
想
で
あ
り
、
農
家
を
は
じ
め
関
係
団
体
な
ど
に
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
一
日
で
も
早
い
復
旧
に
努
め
て
い
く
。

　

県
に
お
い
て
一
部
区
間
で
水
道
管
を
耐
震
化
す
る
計
画
と
聞
い
て
お
り
、
七
尾

市
で
管
理
す
る
能
登
島
大
橋
駐
車
場
か
ら
須
曽
浄
水
場
区
間
に
つ
い
て
も
、
県
と

の
調
整
を
行
い
な
が
ら
計
画
的
に
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■
復
興
基
金
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
早
期
再
建
を
！

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
寺
社
な
ど
の
神
輿
蔵
、
鳥

居
、
拝
殿
や
本
堂
、
檀
家
の
集
会
所
等
の
修
繕
や
改
修
に
係
る
復
興
基
金

の
活
用
に
つ
い
て
、
県
は
市
町
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
熊
本
地
震
を
上
回
る

補
助
率
を
４
分
の
３
と
し
、
限
度
額
も
１
，２
０
０
万
円
に
拡
大
し
て
再
建
支
援
を

行
う
と
し
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
ど
の
程
度
、
県
へ
の
要
望
を
考
え
、
ま
た
市

独
自
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

県
へ
の
令
和
６
年
度
の
要
望
分
と
し
て
、
寺
社
等
建
て
替
え
３
件
、
修
繕

15
件
、
お
よ
び
集
会
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
３
件
、
修
繕
50
件
と
し
、

補
助
金
の
合
計
額
で
３
億
８
２
５
万
円
を
要
望
し
て
い
る
。
補
助
の
対
象
と
な
る

施
設
の
要
件
や
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
の

方
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
だ
明
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、
県
の
方
か
ら
は
、
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
町
ご
と
に
そ
の
支

援
水
準
に
大
き
な
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
の
枠
配
分
な

ど
の
財
源
を
活
用
し
た
市
町
独
自
の
拡
充
は
原
則
不
可
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
集
会
施
設
の
修
繕
に
お
い
て
は
、
ま
ず
市
の
方
で
設
け
て
い
る
集
会
施

設
再
建
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
費
用
負
担
が
残
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
県
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
再
建
支
援
事
業
を
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

髙橋 正浩 議員
（無会派）

原田 一則 議員
（灘会）

令和６年度定例会９月会議
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Q&   A議員の 市の

■
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
を
活
か
す
に
は

教
育
施
策
の
改
善
を
図
れ
！

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
い
う
行
政
調
査
の
結
果
は
、
教
育
施
策
の

改
善
に
こ
そ
活
か
す
べ
き
だ
と
思
う
。
全
国
的
に
は
「
思
考
力
・
表
現
力

に
課
題
が
あ
る
」
と
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
た
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
課
題
克

服
の
た
め
の
具
体
的
展
望
は
あ
る
か
。
文
科
省
の
資
料
に
は
、「
読
書
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
読
解
力
・
理
解
力
・
表
現
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
あ
る
が
、

読
書
活
動
推
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る
つ
も
り
は
あ
る
か
も
伺
う
。

本
市
の
傾
向
と
し
て
、
昨
年
度
と
の
比
較
で
、
特
に
小
学
校
に
お
い
て
は

国
語
科
、
算
数
科
共
に
記
述
式
問
題
に
お
い
て
成
果
が
見
ら
れ
た
が
、
算

数
科
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
に
お
い
て
は
、
や
は
り
課
題
が
見
ら
れ
た
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
数
学
科
の
知
識
・
技
能
に
お
い
て
成
果
は
見
ら
れ
た
が
、

国
語
科
、
数
学
科
共
に
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
で
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
の
項
目
で
課
題
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
の
重

点
項
目
と
し
て
、
授
業
で
自
ら
学
ぶ
時
間
を
設
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
考
え
を
可
視
化
し
た
り
共
有
し
た
り
し
な
が
ら
、
多
様
な
考
え
に
触

れ
、
交
流
す
る
機
会
を
授
業
で
設
定
す
る
こ
と
を
各
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
読
書
活
動
推
進
に
関
し
て
は
、
蔵
書
を
増
や
す
取
り
組
み
、
学
校
図
書

館
司
書
の
研
修
等
お
よ
び
地
域
で
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
を
拡

充
し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

切
れ
目
な
い
不
登
校
支
援
策
を
！

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
存
在
周
知
と
活
用
に
つ
い
て
、
市
独

自
の
支
援
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

例
年
、
県
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
制
度
や
職
務
内
容
、
派
遣
に
関
す
る
手

続
等
に
つ
い
て
各
学
校
に
対
し
て
周
知
し
て
い
る
が
、
加
え
て
保
護
者
に

対
し
て
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
て
い
く
。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
が
置
か
れ
て
い
る
様
々
な
環
境
に
着
目
し
て
、

働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
や
、
学
校
内
あ
る
い
は
学
校
の
枠
を
超
え
て
関

係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
課
題
解
決
を
図
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
存
在
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
各
学
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
活
用
す
る
場
合
、
事
前
に
依
頼
内
容
を
相
談
し
た
上
で
、
市
教
委
を

通
じ
て
県
に
派
遣
を
要
請
し
、
派
遣
先
の
学
校
長
の
指
示
の
下
、
生
徒
指
導
担
当

教
諭
や
学
級
担
任
等
と
連
携
、
問
題
を
抱
え
た
児
童
・
生
徒
の
家
庭
へ
の
働
き
か

け
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
調
整
を
図
る
な
ど
の
対
応
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ど
の
段
階
で
依
頼
を
す
る
の
か
は
、
校
内
で
管
理
職
、
生
徒
指
導
担
当
、

養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る
該
当
の
子
に
関
す
る
ケ
ー
ス
会

議
で
、
家
庭
に
ど
の
程
度
介
入
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
と
き
に

判
断
す
る
が
、
そ
れ
以
前
に
校
内
で
生
徒
児
童
・
生
徒
理
解
の
会
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
そ
こ
で
判
断
し
活
用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
周
知
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

山添 和良 議員
（市民クラブ）

木戸 奈諸美 議員
（あすなろ）

令和６年度定例会９月会議
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
和
倉
温
泉
の
復
活
に
つ
い
て

和
倉
温
泉
の
「
復
活
」
な
し
に

　
　
　
　
　
　

能
登
の
「
復
興
」
は
な
い
！

①
雇
用
調
整
助
成
金
の
継
続
延
長
と
支
援
拡
大
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況

を
伺
う
。

②
温
泉
配
湯
管
修
復
費
用
の
全
額
支
援
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
支
援
や
能
登
半
島

地
震
復
興
基
金
で
の
対
応
が
可
能
か
伺
う
。

③
支
援
業
者
や
公
費
解
体
業
者
の
和
倉
温
泉
へ
の
宿
泊
が
、
能
登
全
体
の
復
旧
活

動
に
貢
献
し
、
宿
泊
施
設
の
本
格
営
業
前
に
も
役
立
つ
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
宿

泊
施
設
の
稼
働
率
は
低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
伺
う
。

①
事
業
者
の
事
業
継
続
と
雇
用
確
保
は
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
雇
用
調
整

助
成
金
に
つ
い
て
国
・
県
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
国
で
は
制
度

の
議
論
が
続
い
て
お
り
、
動
向
を
注
視
す
る
。

②
温
泉
配
湯
管
修
復
は
、
復
興
基
金
の
対
象
で
は
な
い
が
、
各
旅
館
に
引
き
込
む

配
湯
管
の
修
復
に
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
が
活
用
で
き
、
市
独
自
の
上
乗

せ
支
援
も
あ
る
の
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
和
倉
温
泉
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
低
迷
に
つ
い
て
は
「
個
室
で
の
利
用
希
望
が
強

く
、
一
人
一
部
屋
の
場
合
利
用
料
金
の
条
件
が
一
致
し
な
い
こ
と
」
や
「
奥
能
登

で
仮
設
の
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
」
が
要
因
と
考
え
る
。
温
泉
組
合
や
行

政
が
で
き
る
限
り
の
支
援
と
情
報
発
信
を
行
い
、
宿
泊
客
の
増
加
に
努
め
た
い
。

■
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て

自
宅
の
再
建
が
困
難
な
方
へ
の
対
応
を
伺
う
。

６
月
会
議
に
お
い
て
災
害
公
営
住
宅
建
設
の
た
め
「
住
ま
い
の
再
建
の
意

向
調
査
」
を
行
う
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。
仮
設
住

宅
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
災
害
公
営
住
宅
で

は
、
震
災
前
に
居
住
し
て
い
た
地
域
で
ま
と
め
る
な
ど
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
合
わ
せ
た
提
供
は
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
災
害
公

営
住
宅
の
ほ
か
に
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

現
在
、
仮
設
住
宅
、
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者
を
含
む
七
尾
市
全
世
帯

を
対
象
と
し
た
、
今
後
の
住
ま
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
集
計
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
集
計
結
果
と
罹
災
証
明
の
全

壊
戸
数
や
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
、
建
設
場
所
や
戸
数
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

仮
設
住
宅
の
中
に
は
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
や
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
移
動
可

能
な
住
宅
が
あ
り
、
恒
久
的
な
住
宅
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
県
や
メ
ー
カ
ー
と

相
談
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
住
宅
本
体
及
び
設
置
費
、
移
設
費
用
等
の
価
格
面
で

も
懸
念
が
あ
る
た
め
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
住
宅
再
建
に
は
高
額
な
費
用
が
伴
う

た
め
に
、
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
を
活
用
し
て
、
負
担
軽
減
と
な
る
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

瀨戸 三代 議員
（あすなろ）

和倉温泉和倉温泉

山花　剛 議員
（無会派）

令和６年度定例会９月会議
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Q&   A議員の令和６年度定例会９月会議 市の

■
臨
時
災
害
放
送
局
の
開
局
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
で
は
行
き
届
き
に
く
い
内
容
を
補
完
す
る
情
報
源
と
し
て

も
、
臨
時
災
害
放
送
局
は
有
効
な
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
考
え
る
が
、

開
局
に
向
け
た
市
の
意
向
を
伺
う
。

今
回
の
震
災
に
お
い
て
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信

で
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
な

お
と
連
動
し
て
い
る
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
な
な
お
」
を
中
心
に
、
物
資
の
支
援
や

給
水
情
報
等
の
特
に
緊
急
性
が
高
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が

見
ら
れ
な
い
状
況
の
方
々
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、
防
災
無
線
放
送
で
も
情
報
発

信
を
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
を
取
得
で
き
な
い
方
々
へ
の
対
応
と

し
て
、
紙
媒
体
で
あ
る
広
報
な
な
お
号
外
で
被
災
者
支
援
制
度
の
案
内
チ
ラ
シ
を

地
元
紙
の
朝
刊
の
折
り
込
み
等
で
配
布
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
で
あ
る
ラ
ジ
オ
な
な
お
と
防
災

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
の
災
害
に
お
い
て
も
「
聞
い
て
な
る
ほ
ど
七
尾
だ
よ

り
」の
番
組
内
に
お
い
て
、市
か
ら
の
震
災
情
報
を
放
送
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
市
民
へ
の
情
報
を
行
き
届
か
せ
る
手
段
と
し
て
機
能
し

た
か
ど
う
か
も
今
後
し
っ
か
り
検
証
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
検
証
を
通
じ
、
Ｆ
Ｍ

波
に
よ
る
情
報
発
信
も
極
め
て
有
効
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
災
害
に
お
い
て
ラ
ジ

オ
な
な
お
と
の
防
災
協
定
に
つ
い
て
も
、
内
容
や
必
要
な
見
直
し
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
協
議
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

質答

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

市内小学校の議会見学会を実施

石崎小学校６年生　盛田　那心 さん
もりた　　　　　なみ

　七尾市議会では、市内小学校6年生を対象に
した「七尾市議会見学会」を実施しています。
　9月30日に石崎小学校の６年生が、本会議体
験や議会の素朴な疑問に議員が直接回答を行い
ました。今後も、子どもたちに議会への関心を
持っていただくとともに、市民の皆さんに「わ
かりやすい、開かれた」市議会を目指して取り
組んで参ります。

　たくさんの議員さんの数でおどろきまし
た。七尾市民の利益があるように、ちゃん
と考えられているので、すごいなと思いま
した。

　議員の人達は、毎回この様な事をしてい

るのが分かり、大変だなと感じました。

石崎小学校６年生　大濱　佑理 くん
おおはま　　　  ゆうり
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9月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第28号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第５号） 可決

議案
第29号

令和６年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） 可決

議案
第30号

令和６年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第２号） 可決

議案
第31号 令和６年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決

議案
第32号

令和６年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補
正予算（第４号） 可決

議案
第33号 令和６年度七尾市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
議案
第34号 令和６年度七尾市下水道事業会計補正予算（第３号） 可決
議案
第35号 令和６年度七尾市病院事業会計補正予算（第２号） 可決

議案
第36号

七尾市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第37号

七尾市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
について 可決

議案
第38号 七尾市税条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第39号 七尾市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第40号

七尾市急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の一部
を改正する条例について 可決

議案
第41号 財産の取得について 可決
議案
第42号 財産の処分について 可決
議案
第43号 新たに生じた土地の確認について 可決
議案
第44号 町及び字の区域の変更について 可決

議案
第45号

令和５年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決
算の認定について 認定

議案
第46号 令和５年度七尾市水道事業会計決算の認定について 認定
議案
第47号 令和５年度七尾市下水道事業会計決算の認定について 認定
議案
第48号 令和５年度七尾市病院事業会計の決算の認定について 認定

議 会 議 案 名 採決結果
議会議案
第4号

災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構
築への支援を求める意見書 可決

議会議案
第5号 持続可能な学校の実現をめざす意見書 可決

議 会 議 案 名 採決結果
同意案
第1号

監査委員の選任について
■山添　和良 同意

令和6年度定例会9月会議　採決結果一覧表
■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第49号

令和５年度七尾市下水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について 可決

議案
第50号

令和５年度七尾市病院事業会計未処分利益剰余金の
処分について 可決

議案
第51号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第６号） 可決
議案
第52号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第53号 財産の取得について 可決
報告
第20号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について 議決不要
報告
第21号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について 議決不要
報告
第22号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について 議決不要
報告
第23号 法人の経営状況の報告について 議決不要
報告
第24号 法人の経営状況の報告について 議決不要
報告
第25号 法人の経営状況の報告について 議決不要
報告
第26号 法人の経営状況の報告について 議決不要
報告
第27号 法人の経営状況の報告について 議決不要

報告
第28号

令和５年度決算に基づく健全化判断比率の報告に
ついて 議決不要

報告
第29号 令和５年度決算に基づく資金不足比率の報告について 議決不要

皆さんも市議会を
傍聴しませんか

七尾市議会 YouTube

・ケーブルテレビななおでは、議会の様子を生中継して
おります。
・ユーチューブで議会中継をご覧いただけます。QRコー
ドを読み取ってご覧ください。

　傍聴を希望される場合は、
当日、議場入口の受付で、傍聴
申込書に住所、氏名を記入し
てから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体の名
称、人員、代表者または責任者の住所、氏名を記入してください。

 令和６年度の本会議録画から各議員ごとで
視聴開始が出来るようになりました。（チャ
プター機能）
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●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●
　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご
感想をお寄せください。なお、議会の会議録について
は、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図書館等
に備えてあるほか、市のホームページでも閲覧できる
ようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き
７月 24日 議会だより編集委員会

総務企画常任委員会
25日 議会運営委員会

26日 北陸新幹線建設促進石川県民会議総会
（金沢市）

8月 1日 全国高速自動車道市議会協議会
（広島県福山市）

5日 のと里山空港利用促進議員連盟要望活動
（東京都）

9日 議会改革特別委員会
22日
～23日 石川県市議会議長会定期総会（加賀市）

23日 石川北部ＲＤＦ広域処理組合議会定例会
（志賀町）

26日 全員協議会
予算決算常任委員会協議会
議員協議会

30日 議会運営委員会

9月 2日 予算決算常任委員会協議会
全員協議会

2日
～25日 令和６年度定例会９月会議

11日 議会運営委員会
議会改革特別委員会

13日 各常任委員会・分科会
18日 予算決算常任委員会　各分科会（決算審査）
25日 予算決算常任委員会

議員協議会
全員協議会
議会だより編集委員会

30日 議会見学会（石崎小）
10月 6日 七尾市制施行20周年記念式典

16日 議会見学会（中島小）
17日 全国高速自動車道市議会協議会（東京都）

七尾市
議会事務局

TEL.0767-53-8433
https://www.city.nanao.lg.jp

　能登半島地震・奥能登豪雨
の被害に遭われた、皆様へお
見舞い申し上げます。
　自然災害のあと、市民の誰
もが安全で安心して暮らせる

七尾市を目指します。
　復旧に向けた取り組みが続く中で「議会だ
より」は市民の皆様へ市政について、分かり
やすくお伝えすべく、ぜひ皆様の声を最寄り
の議員にお寄せください。
　今後も身近で、開かれた議会の実現に向け
て、編集委員一同努力してまいりますので、
よろしくお願いいたします。

編 集
後 記

編集委員　山花　剛

※年齢は 2024 年11月1日現在です。
山崎　智之  議長
（46歳　4期）

　令和６年９月２日（月）に開かれた令和６年度定例会
９月会議において、山崎　智之　議員が第14代議長に
就任しました。

新議長が就任

　木戸奈諸美議員は七尾市長選挙の候補者となったため、公職選挙法第90条の規定に
より、10月20日付けで市議会議員を失職しました。

議会だよりへのアンケートにご協力ください。
　今後の議会だよりの改善のため、簡単なアンケートにご協力ください。
左のＱＲコードからアクセスできます。


